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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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�広報まつまえ 平成１９年８月号

投 票 率（％）投　票　者　数選挙当日の有権者数
投　　票　　所

投
票
区 計女男計女男計女男

７１.９４８４.３６５９.６７２５９１５１１０８３６０１７９１８１原 口 老 人 憩 の 家１

７３.７０８６.８３６０.３１９７５５８０３９５１,３２３６６８６５５パートナーシップランド２

７４.３６８５.９６６１.１９３１９１９６１２３４２９２２８２０１清部生活改善センター３

７８.０６８７.７３６７.９５２４９１４３１０６３１９１６３１５６茂 草 町 内 会 館４

８２.５４８９.０１７５.００２９３１７０１２３３５５１９１１６４静 浦 町 内 会 館５

８４.５８９２.１４７５.２２２１４１２９８５２５３１４０１１３小島地区基幹集落センター６

８２.３５８８.３６７５.４０２２４１２９９５２７２１４６１２６札前生活改善センター７

８０.４９９５.４３６３.３７２９７１８８１０９３６９１９７１７２館浜生活改善センター８

７７.２２８１.０１７３.７５３８３１９２１９１４９６２３７２５９建石コミュニティセンター９

７６.４５８４.０２６７.３８２３７１４２９５３１０１６９１４１漁 民 セ ン タ ー１０

８１.８４８９.３１７３.４７７３９４２６３１３９０３４７７４２６大 磯 町 内 会 館１１

８４.５３８７.６７８０.６７２２４１２８９６２６５１４６１１９ふれあい交流センター１２

８４.７７８８.２８８１.０８４５１２４１２１０５３２２７３２５９松 前 町 役 場１３

８０.９２８６.９５７４.０７６５３３７３２８０８０７４２９３７８さ く ら 保 育 園１４

８６.７６８９.５２８３.８４１７７９４８３２０４１０５９９月 島 福 祉 の 家１５

８１.１８８５.１９７６.３３４４０２５３１８７５４２２９７２４５朝 日 寿 の 家１６

８６.０５９３.８７７６.３４２５３１５３１００２９４１６３１３１大 沢 老 人 憩 の 家１７

８８.７３９３.２４８３.８２１２６６９５７１４２７４６８荒 谷 寿 の 家１８

８１.７４８７.３７７５.１５３００１７３１２７３６７１９８１６９旧 白 神 町 内 会 館１９

７９.７６８７.７２７０.９７６,８１３３,９３０２,８８３８,５４２４,４８０４,０６２合　　　　計

� � � � � � � � � 	

　

松
前
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
６
月　

日
に
告

１９

示
さ
れ
、　

人
の
定
数
に
対
し　

人
が
立
候
補

１４

１６

し
、
６
月　

日
、
町
内　

投
票
所
で
一
斉
に
投

２４

１９

票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
次
の
方
の

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

翌
６
月　

日
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
か

２５

ら
当
選
者　

人
に
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
付
与

１４

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
投
票
率
は
、　

・　

％
と
な
り
、
平

７９

７６

成　

年
６
月　

日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選

１５

２２

挙
時
の
投
票
率　

・　

％
に
比
べ
、
２
･
２
％

８１

９６

下
回
り
ま
し
た
。
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� 広報まつまえ 平成１９年８月号

　

６
月　

日
執
行
の
松
前
町
議
会
議

２４

員
選
挙
後
の
初
議
会
が
７
月
２
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
正
・
副
議
長
を

は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
議

会
構
成
を
決
め
た
ほ
か
、
議
会
議
員

の
う
ち
か
ら
選
出
さ
れ
る
渡
島
西
部

広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
、
渡
島
廃

棄
物
処
理
広
域
連
合
議
会
議
員
を
選

出
す
る
と
と
も
に
、
町
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
だ
よ
り
臨
時
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当選回数職　　業得 票 数党　　派住　　所年齢候 補 者 氏 名結果

４回会 社 役 員７０１票無　所　属字大沢４８８６２歳西　川　敏　郎当選

３回商 業６０７票無　所　属字赤神４７－１６９歳西　村　健　一〃

３回食品販売業５１８票無　所　属字江良１７１６４歳油　野　　　篤〃

３回商 業５１６票無　所　属字唐津８３－１５８歳伊　藤　幸　司〃

８回会 社 役 員５０９票無　所　属字福山２４３－３６４歳齊　藤　　　勝〃

３回建 築 業５０７票無　所　属字江良２３５８歳堺　　　繁　光〃

２回無 職５０３票公　明　党字月島１４２６４歳椎　名　　　力〃

７回無 職５０３票無　所　属字福山２３５６８歳梶　谷　康　介〃

２回無 職４５７票無　所　属字館浜５２４－３６５歳小 野 寺  　功〃

３回小売販売業４０１票無　所　属字赤神１１５－１６２歳吉　田　孝　男〃

２回無 職３２９票無　所　属字白神３７４６０歳川 内 谷    進〃

４回商 業３０９票無　所　属字松城１５７６１歳菊　地　祐　司〃

３回漁 業２７１票無　所　属字静浦１６３６６歳中　村　利　幸〃

１回政 党 役 員２３８票日本共産党字松城１８５６１歳工　藤　松　子〃

無 職２１５票無　所　属字唐津８５－２７２歳笹　森　幸　雄

無 職１８２票無　所　属字静浦３６－１５６歳宮　本　理恵子

６,７６６票有　　効　　投　　票　Ａ

４６票無　　効　　投　　票　Ｂ

１票不 　　　受　　　 理　Ｃ

６,８１３票投 票 者 数（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
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�広報まつまえ 平成１９年８月号
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　松前城下時代祭は観ても楽しいですが、参加するともっと楽しいかもしれませんよ？　
お盆に帰省したお子さんやお孫さんなど家族で一緒に思い出づくりなんていかがでしょう
か？　１３日に行われる神輿渡御祭、１４日に行われる武者行列、山車行列の参加者をお待ち
しております。地域、団体などは問いませんし、もちろん当日の飛び入り参加も大歓迎で
す。ふるって参加のほどをよろしくお願いします。詳しくは、松前観光協会（�４２－２７２６）
までお問い合わせください。
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�����（９：００～）　字朝日～字弁天

��������	（１８：３０～）
　 字建石～字福山三久前交差点
　 出陣式　①三献の儀　②振舞もち

����������������

�����（１７：００～）
　 お祭り広場（役場前駐車場）

�������	（１８：２０～）
　 お祭り広場（役場前駐車場）
　 ごまたき供養・送り火点火・納涼盆踊り・ビンゴ大会

�������	
��

　 出陣式（セレモニー）　松前公園（１４：３０～）
　 オープニングパレード
　 松前公園出発（１５：００）白神～原口

����������������　字弁天～お祭り広場（役場前駐車場）
����������	


　 開会式（１８：００）　出発（１８：３０～）

�����（２０：００～）
　 字福山前浜から約５００発の花火を打ち上げ
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� 広報まつまえ 平成１９年８月号

　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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�広報まつまえ 平成１９年８月号

　

７
月
７
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会

議
室
に
お
い
て
、
文
化
の
香
り
漂
う
書
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
書
に
よ
る
文
化
の
香
り
漂
う
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
広
く
町
民
に
書

の
普
及
促
進
や
啓
発
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
書
の
ま
ち
づ
く
り
の
趣
旨
に
賛
同

す
る
方
な
ど
約　

名
が
参
加
し
、
協
議
会
の
規

２０

約
の
制
定
や
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

会　

長　

木
村　

清
韶

　
　

副
会
長　

中
江　

清
隆

　
　

理　

事　

五
十
嵐
幸
一　
　

佐
橋　

實
孝

　
　
　
　
　
　

赤
松　

茂
喜　
　

田
島　

幸
夫

　
　
　
　
　
　

斉
藤　

好
己

　

ま
た
、
２
階
講
義
室
で
は
、
か
っ
て
松
前
藩

の
宝
で
あ
り
、
書
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「 
銅
雀
台
瓦
硯 
」
の
購
入
に

ど
う
じ
ゃ
く
だ
い
が
け
ん

際
し
助
成
を
し
て
く
れ
た
、
太
陽
北
海
道
地
域

づ
く
り
財
団
に
対
し
て
、
松
前
町
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
後
、
市
立
函
館
高
等
学
校
教
諭
で

創
玄
書
道
会
の
鈴
木 
大
有 
氏
が
、『
金
子�
亭
が

だ
い
ゆ
う

生
ん
だ
松
前
「
書
を
愛
好
す
る
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
は
」』
と
題
し
て
、「
字
は
さ
ま
ざ
ま

な
表
現
を
持
ち
、
書
い
た
人
の
顔
に
な
る
」
な

ど
と
い
っ
た
書
道
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
約　
１００

名
の
参
加
者
を
前
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
か
ら　

日
の
間
、

１１

町
内
６
カ
所
に
お
い
て
平
成　
２０

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の　

カ

２９

１０

年
の
総
合
計
画
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
町
民
か
ら
広
く
意
見
を

募
る
た
め
地
区
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
延
べ　

名
の
町

１１５

民
が
集
ま
り
、
町
長
や
副
町
長
、

各
課
長
等
が
出
席
し
、
町
の
財

政
状
況
や
総
合
計
画
の
内
容
、

唐
津
駐
車
場
内
に
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
物
産
振
興
施
設
に

つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
や
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
回
の
懇
談
会
で
出

さ
れ
た
意
見
や
要
望
な
ど
を
加

味
し
、
今
月
号
に
折
り
込
ん
で

い
ま
す
総
合
計
画
の
素
案
の
概

要
版
に
よ
り
、
さ
ら
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
で
町
民
に

意
見
を
募
集
し
、
総
合
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
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広報まつまえ 平成１９年８月号�

　
　

世
紀
末
か
ら　

世
紀
前
半
に

１８

１９

か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
が

松
前
に
漂
着
す
る
な
ど
、
外
国
船

が 
頻
 々
に
蝦
夷
地
周
辺
に
出
没
し

ひ
ん
ぴ
ん

ま
し
た
。
危
機
感
を
感
じ
た
幕
府

は
、
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
７

月
に
松
前
地
方
の 
「
海
防
」 
を
目

か
い
ぼ
う

的
と
し
て
、
松
前
家
第　

世
の
第

１７

　

代
藩
主 
崇
廣 
に
城
持
ち
を
許
し
、

た
か
ひ
ろ

１３福
山
城
の
築
城
が
始
ま
り
ま
し
た
。

福
山
城
は
、
前
身
で
あ
る
福
山
館

に
三
ノ
丸
や
郭
を
増
設
す
る
な
ど
、

大
規
模
に
改
修
し
、安
政
元
年（
１

８
５
４
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
福

山
城
の
特
色
は
、外
国
船
対
策（
海

防
）
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

城
内
三
ノ
丸
に
七
基
の 
台  
場 
（
砲

だ
い 
ば

台
）
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、

日
本
全
国
で
福
山
城
だ
け
な
の
で

す
。
こ
の
「
我
が
国
唯
一
の
台
場

を
備
え
た
日
本
式
城
郭
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

（
五
稜
郭
は
西
洋
式
の
台
場
を
備

え
た 
砦 
で
、
正
式
名
称
は
「
亀
田

と
り
で

御
役
所
土
塁
」
と
い
い
ま
す
。）

　

史
跡
整
備
事
業
は
、
昭
和　

年
５０

に
第
一
次
保
存
管
理
計
画
（　

ヵ
２０

年
）
を
策
定
し
、
主
に
用
地
取
得

と
建
造
物
・
工
作
物
の
撤
去
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
８

年
度
に
は
第
二
次
保
存
管
理
計
画

を
策
定
し
、
整
備
方
針
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
に
か
け

１１

１４

て
、
文
化
庁
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史

の
広
場
」
事
業
を
実
施
し
、
城
内

二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
南
東
部
を
集
中

的
に
整
備
し
、
縄
張
り
の
一
部
が

明
確
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

こ
れ
に
つ
な
が
る
地
域
の
整
備
を

発
掘
調
査
が
終
了
し
た
箇
所
か
ら
、

第
二
次
整
備
方
針
に
基
づ
き
順
次

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　
　

　

昨
年
度
の
調
査
は
、 
馬
出
升
形 

う
ま
だ
し
ま
す
が
た

と
一
番
か
ら
三
番 
台  
場 
（
砲
台
）

だ
い 
ば

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
馬
出
升
形
の
西
面
の

石
垣
と
二
番
台
場
の
石
垣
抜
き
取

り
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

　

馬
出
升
形
の
西
面
の
石
垣
が
発

見
さ
れ
、
升
形
全
体
の
規
模
が
、

南
北　

尺
・
東
西　

尺
で
あ
る
こ

３７

１３０

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
石
垣
の 
天  
端 
（
上
面
）
が
判

て
ん 
ば

明
し
た
た
め
、
当
時
の
地
表
面
の

高
さ
が
判
る
と
と
も
に
、
升
形
内

の
地
表
面
と
そ
の
外
側
の
地
表
面

の
比
高
差
が
判
り
ま
し
た
。

（ 
馬
出
升
形 ⇒

馬
出
門
の
内
側
に

う
ま
だ
し
ま
す
が
た

あ
る
四
角
い
区
画
）

�
�
�
�
�

　

升
形
石
垣
の
天
端
が
判
っ
た
こ

と
に
よ
り
二
番
台
場
周
辺
の
地
表

面
の
高
さ
が
判
り
、
そ
の
高
さ
で

地
表
面
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
二

番
台
場
石
垣
の
抜
き
取
り
跡
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は

『
福
山
城
見
分
図
』
に
記
さ
れ
た

幅
「
五
間
」（　

尺
）
に
等
し
い
こ

３０

と
が
判
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
一
番
二
番
台
場
の

継
続
調
査
と
、
史
跡
の
西
側
に
あ

る
堀
廻
り
地
区
の
試
掘
調
査
を
行

い
ま
す
。
堀
廻
り
地
区
に
つ
い
て

は
、
調
査
後
直
ち
に
整
備
方
針
を

定
め
、
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

現
在
、
神
明
石
切
り
場
の
調
査

で
、
保
存
す
べ
き
範
囲
を
定
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
確
定
し

な
い
と
石
垣
石
を
切
り
出
せ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
石
垣
石

を
切
り
出
せ
な
い
と
復
元
整
備
が

出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
石
垣
石
を
必
要
と
し
な
い

復
元
整
備
方
法
も
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
復

元
整
備
の
方
針
を
定
め
、
文
化
庁

の
指
導
に
よ
っ
て
順
次
整
備
を
実

施
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　

平
成
８
年
度
に
定
め
た
第
二
次

保
存
管
理
計
画
で
は
、
史
跡
全
体

を
復
元
的
整
備
・
一
般
整
備
・
多

機
能
整
備
の
目
的
を
持
っ
た
、
三

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
整
備
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。「
復
元

的
整
備
重
点
ゾ
ー
ン
」
は
、
二
ノ

丸
・
三
ノ
丸
周
辺
を
中
心
と
し
、

石
垣
や
建
物
の
復
元
を
、
そ
し
て
、

「
一
般
整
備
重
点
ゾ
ー
ン
」
は
、

寺
町
周
辺
を
中
心
と
し
、
縄
張
り

復
元
（
建
物
や
石
垣
な
ど
の
平
面

表
示
等
）
な
ど
の
環
境
整
備
を
、

さ
ら
に
、「
多
機
能
整
備
重
点
ゾ
ー

ン
」
は
本
丸
・
堀
廻
り
周
辺
を
中

心
と
し
、
広
場
的
環
境
整
備
や
園

路
を
設
け
た
散
策
の
場
と
し
て
の

機
能
を
も
た
せ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
重
点
を
置
い
た
整
備
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

史
跡
等
文
化
財
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
松
前
町
教
育
委
員
会

（�
　

－

３
０
６
０
）

４２

（����������� �����������
���������������

）

ま
た
は
発
掘
調
査
事
務
所
（�
　
４２

－

５
３
３
０
）
ま
で

�����
�����
�����
�����
�����
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�����
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�広報まつまえ 平成１９年８月号

������� �������	
��
����

�����������������������������������������������������������

�������

　平成８年１２月までは、「国民年金」、「厚生年金」、「船員
保険」の年金番号は、それぞれ別の番号で管理されてい
ました。
　平成９年１月に基礎年金番号が導入され、「１人１番
号」で管理されるようになりました。

�������	
��
������

　平成８年１２月以前に加入していた国民年金、厚生年金
等の番号を基礎年金番号に統合するため、平成９年１月
に基礎年金番号を通知した際、複数の年金がある場合申
し出していただくようお知らせしています。
　本人から回答のあったものについては番号の統合を行
っていますが、いまだに統合されていない記録が全国で
約５,０００万件あります。

��������	
���
���������

　複数の年金に加入、または転職等で複数の年金手帳を
持っている方は番号の統合がされていないことがあります。
　また、転居や婚姻により氏名が変わったことにより番
号が結びついていないこともありますので、一度確認し
ておきましょう。

�������

　・役場保健福祉課窓口グループ及び各支所
　・年金ダイヤル　　　　　�０５７０－０５－１１６５
　・年金あんしんダイヤル　�０１２０－６５７８３０
　・函館社会保険事務所　　�０１３８－５６－１１６１

　平成１９年度の国民年金の免除申請の受付が７月か
ら始まりました。収入が少ない、失業したなど国民年
金保険料の納付が困難な場合、保険料が免除、または
猶予される制度があります。そのまま未納にせず、受
給権を得るためにも免除申請をしましょう。

�������	
��
���� �������	


老齢基礎年金
障害・遺族
基礎年金

保険料
　　（円） 年金額

に計算
受給資
格期間

○○○　１４,１００納　 　 　 付

１／３○○納付なし全 額 免 除

１／２
※２

○※１○※１　 ３,５３０１ ／ ４ 納 付
　（３／４免除）　

２／３
※２

○※１○※１　 ７,０５０半 額 納 付
　（半額免除）　

５／６
※２

○※１○※１　１０,５８０３ ／ ４ 納 付
　（１／４免除）　

×○○納付なし若年者納付猶予

×○○納付なし学生納付特例

×××－未　　　　　納

����
�������	
����
����
����������
�������	
��
����������

�������	
����
����������������
�������	
��
������������������
�������	
��
������	����������
�������	
��
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�

　

北
海
道
遺
産
に
も
選
ば
れ
た
道
内
最
大
級
で
最
古

の
お
祭
り
、『
江
差
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
』が
８
月
９

日
〜　

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。お
祭
り
の
日
程
は
次

１１

の
と
お
り
で
す
。絢
爛
豪
華
な　

台
の
山
車
が
町
内

１３

を
練
り
歩
く
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
〜
宵
宮
祭

�
�
��
�
�
�
�
〜
山
車
下
町
巡
行

��

�
�
��
�
�
�
�
〜
山
車
上
町
巡
行

��

�
�
�
�
�
�
�
	
　

江
差
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（�
０
１
３
９－

　

－

４
８
１
５
）

５２

�
�
�
�
�
�
�
	



　

上
ノ
国
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
」が
８
月　

日（
土
）

１１

と　

日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

１４

　

今
回
は
、
４
年
ぶ
り
に
「
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ　

上
ノ
国
」
が
復
活
！
ス
ガ

in

シ
カ
オ
と
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
が
出
演
し
ま
す
。

　

８
月　

日
（
土
）　
（
雨
天
決
行
）

１１

�
�
�
�
�
�
�	


�
�
��

　

出
演　

ス
ガ
シ
カ
オ
／
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

　

時
間　

開
場　

：

　
　

開
演　

：

　
　

１６

３０

１８

００

　

会
場　

上
ノ
国
町
夷
王
山
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ

　

料
金　

前
売
５
千　

円　

当
日
５
千　

円

２５０

７００

　

※
お
買
い
求
め
は
次
の
と
こ
ろ
で

　
　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト�
０
５
７
０－

０
８
４－

０
０
１

　
　
（
Ｌ
コ
ー
ド
１
１
７
４
３
）

　
　

エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会　
�
０
１
３
９－

　

－

２
１
２
１

５５

�
�
�
�
�
�
�
	


　

　

※
８
月　

日
（
火
）
に
は
上
ノ
国
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
日
本
海
た
い

１４

ま
つ
明
か
し
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
花
火
大
会
）
が
行
わ
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
　

エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（�
０
１
３
９－

　

－

２
１
２
１
）

５５

�
�
�
�
�
�
�
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広報まつまえ 平成１９年８月号�
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�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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�����������������������������������������
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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６
月　

日
（
土
）・
７
月
１
日

３０

（
日
）
の
２
日
間
、
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
松
前
地
区
文
化
団
体

協
議
会
（
会
長
・
佐
橋
實
孝
）
主

催
に
よ
る
「
初
夏
の
美
術
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
美
術
展
に
は
、
２
日
間

で
約　

名
が
来
場
し
、　

団
体
２

２２０

１０

個
人
か
ら
、
丹
精
こ
め
て
作
り
上

げ
た
盆
栽
や
キ
ル
ト
・
俳
句
・
押

花
・
絵
画
な
ど
の
作
品
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
手
作

り
の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
と
な
が
め

な
が
ら
、
た
の
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

心
の
豊
か
さ
を
育
て
る
「
書
」

の
普
及
を
図
る
た
め
の
『
書
道
講

座
』（
主
催
／
教
育
委
員
会
・
協
賛

／
文
化
の
香
り
の
漂
う
書
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
）
が
、
７
月

　

日
（
火
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

１０し
た
。

　

一
回
目
の
講
座
に
は
、　

名
が

２８

参
加
し
、
講
師
の
指
導
に
よ
り
楽

し
く
筆
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
と
心
を
豊
か
に
変
え
る

「
書
道
講
座
」
に
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
、
２
月
ま
で
月
３
回

の
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
教
育
委

員
会
・
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１４

１５

の
２
日
間
、
町
民
野
球
場
で
第　
１４

回
松
前
町
軟
式
野
球
協
会
長
杯
争

奪
西
南
四
町
小
学
生
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
松
前
町
軟
式
野

球
協
会
（
会
長　

斉
藤
勝
）
が
、

毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
松

前
か
ら
木
古
内
ま
で
の
野
球
少
年

団
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
結
果
）

優　

勝　

松
城
ユ
ニ
オ
ン

準
優
勝　

知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

３　

位　

福
島
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

　
　
　
　

年
団

○
個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞

▼
小
倉
拓
真
（
松
城
ユ
ニ
オ
ン
）

優
秀
選
手
賞

▼
澤
田
大
和

（
福
島
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

敢
闘
賞

▼
小
原
悠
真

　
　

（
知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
）

美
技
賞

▼
小
倉
皓
大
（
松
城
ユ
ニ
オ
ン
）
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今
年
も
、
体
育
指
導
員
会
（
委

員
長　

丸
山
忠
一
）
の
主
催
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
校
児
童
が
、
各
種

競
技
に
挑
戦
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
��
�

　

８
月　

日
（
土
）

２５

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

�
�
�
�

　

原
口
小
学
校
プ
ー
ル

�
�
�
�
�

〔
３
年
生
〕

　

○　

ｍ
ビ
ー
ト
板
キ
ッ
ク

２５

〔
４
年
生
〜
６
年
生
〕

　

○　

ｍ
自
由
形

２５

　

○　

ｍ
平
泳
ぎ

２５

　

○　

ｍ
リ
レ
ー

１００

〔
６
年
生
の
み
〕

　

○　

ｍ
自
由
形

５０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

江
良
体
育
振
興
会
（
会
長　

中

江
昭
彦
）
の
主
催
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
が
参
加

し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
力
い
っ
ぱ

い
走
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
��
�

　

９
月
１
日
（
土
）

　

午
後
０
時　

分
〜

３０

�
�
�
�

　

江
良
町
民

体
育
館
前
ス

タ
ー
ト

�
��
�

　

幼
児
の
部

〜
中
学
３
年

の
部

　

原
口
小
学
校
の
閉
校
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
原
口
小
学
校
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
��
�

　

８
月　

日
（
日
）・　

日
（
月
）

１２

１３

�
�
�
�
　

原
口
小
学
校
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７
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
町
内

２０

会
連
合
会
全
体
協
議
会
の
終
了
後
、

松
前
町
長
感
謝
状
贈
呈
式
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
・

（　

）
内
は
推
薦
町
内
会
名
）

◎
松
前
町
長
感
謝
状
受
賞
者

・
高　

橋　
　
　

勇
（
江
良
）

・
佐　

藤　
　
　

實
（
清
部
）

・（
故
）石
山
登
代
治
（
静
浦
）

・
菊　

池　

寅　

夫
（
弁
天
）

・
澤　

田　
　
　

章
（
大
磯
）

・
浅　

野　

兼　

治
（
大
磯
）

・
成　

田　

清　

一
（
大
磯
）

・
木　

村　
　
　

篤
（
大
磯
）

・
小　

甲　

貞　

明
（
博
多
）

・
吉　

田　

文　

夫
（
福
山
）

◎
松
前
地
区
防
犯
協
会
松
前
支
部

長
感
謝
状
受
賞
者

　

・
佐　

藤　
　
　

實
（
清
部
）

　

・
澤　

田　
　
　

章
（
大
磯
）

　

皆
様
方
の
ご
功
労
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

������������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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こ
の
た
び
、
川
内
谷
弘
美
さ
ん

（
字
白
神
）
が
平
成　

年
度
函
館

１９

俳
句
大
会
に
お
い
て
、
応
募
作
品

　

句
の
中
か
ら
第
２
位
に
あ
た
る

３１８函
館
文
化
団
体
協
議
会
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
俳
句
協
会
主
催

の
俳
句
競
詠
大
会
に
お
い
て
全
道

か
ら
千　

句
の
応
募
の
中
か
ら
４

３４

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
函
館
俳
句
大
会　

第
２
位　

函

館
市
文
化
団
体
協
議
会
賞
】

朝
刊
に 
薫
風 
た
た
ん
で
配
り
け
り

く
ん
ぷ
う

【
俳
句
競
詠
大
会　

第
４
位
】

 
競 
に
出
す
牛
を
見
送
る 
頬
被 　

せ
り 

ほ
お
か
ぶ
り

�
�
�
�
�
�
�
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こ
の
た
び
、西
村
健
一
さ
ん（
字

赤
神
）
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら

３１

現
在
ま
で
の
長
年
に
わ
た
り
、
小

島
小
学
校
や
館
浜
小
学
校
な
ど
に

教
科
書
供
給
事
業
に
尽
力
さ
れ
学

校
教
育
の
充
実
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

�
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�
�
�
�
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こ
の
た
び
、
堀
川
鉄
之
助
さ
ん

（
字
茂
草
）と
油
野
俊
彦
さ
ん（
字

江
良
）
が
北
海
道
商
工
会
連
合
会

表
彰
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

堀
川
さ
ん
と
油
野
さ
ん
は
平
成

　

年
５
月
か
ら
現
在
ま
で
の
９
年

１０

以
上
に
わ
た
り
商
工
会
員
と
し
て

地
域
の
商
工
業
の
振
興
並
び
に
商

工
会
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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堀川鉄之助堀川鉄之助さんさん 油野俊彦油野俊彦さんさん
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マ
グ
ロ
漁
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
る

７
月
に
入
り
、
松
前
港
で
は
マ
グ

ロ
の
水
揚
げ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
現
在
ま
で
の
漁
獲
高

１５

は
約　

ｔ
で　

㎏
以
上
の
マ
グ
ロ

１６

１５０

も　

本
あ
が
っ
て
お
り
、
釣
り
上

１９
げ
た
漁
師
の
皆
さ
ん
は
漁
の
疲
れ

も
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
笑
顔
で
荷

捌
所
へ
マ
グ
ロ
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。

　

水
揚
げ
さ
れ
た
マ
グ
ロ
は
、
東

京
の
築
地
市
場
な
ど
に
出
荷
さ
れ
、

日
本
各
地
の
家
庭
の
食
卓
に
並
び

ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��

　

７
月
５
日
、
町
立
病
院
で
消
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
病
院
で
火
災
が
発
生

し
た
際
に
緊
急
時
の
通
報
や
避
難

救
助
、
初
期
消
火
な
ど
非
常
事
態

に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
夜
間
に
１
階
調
理
場

付
近
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と
い

う
想
定
で
火
災
時
の
院
内
へ
の
周

知
や
入
院
患
者
に
見
立
て
た
職
員

を
、
毛
布
を
使
っ
て
避
難
さ
せ
る

な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
消
防
職
員
に
よ

る
講
評
や
消
火
器
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
病
院
職
員
は
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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毎
年
７
月
に
実
施
さ
れ
る
『
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
の
啓
発

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
７
月
３
日
、
松

前
町
に
来
町
し
、
役
場
横
駐
車
場

で
関
係
者
約　

名
が
集
ま
る
中
、

５０

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
非
行
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
非
行
の
内
容
も
一
段
と
凶

悪
化
し
て
い
る
中
、
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、法
務
大
臣
か
ら「
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、

人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く

明
る
い
地
域
づ
く
り
に
参
画
す

る
」と
い
う
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
前
田
町
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

�
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７
月
４
日
、
松
前
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
会
（
会
長　

川
合
孝

雄
）
が
、
松
前
町
の
交
通
安
全
の

推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
ジ
ャ

ン
バ
ー　

着
を
町
に
贈
呈
し
ま
し

５０

た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
バ
ー
は
今

後
行
っ
て
い
く
交
通
安
全
の
啓
発

活
動
で
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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７
月　

日
松
前
さ
く
ら
漁
協
江

１０

良
支
所
荷
捌
所
に
お
い
て
大
島
中

学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
漁
業
体
験

学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
水
産
業
を
肌
で
感
じ
る
と
と
も

に
、
作
業
工
程
を
通
し
水
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
い
う
目
的
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
漁
師
さ
ん
の
和
船

で
沖
へ
出
て
、
ホ
コ
を
使
い
器
用

に
ウ
ニ
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
採
っ
た
ウ
ニ
を
港

へ
持
ち
帰
り
、
役
場
職
員
等
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
身
と
内
臓
を
丁
寧
に
取
り

分
け
塩
水
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
い
ま

し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
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　７月３日、松城小学校グラウンドで

『第３０回松前町小学校陸上競技大会』

が開催され、町内の各小学校の児童が

出場して記録に挑みました。

�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� ��

３　　位２　　位１　　位

学校氏　名学校氏　名学校氏　名種　目学年

松城伊川　瑠衣松城品田　祐甫松城安藤　玲音５０Ｍ１

松城澤田　龍太松城川村　友斗小島吉田　孟生５０Ｍ２

松城大橋　一騎松城鎌田　涼冴松城堀川　大聖１００Ｍ３

大 島 小 学 校小 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

小島鳴海　有記大島吉田　竣哉松城福原　　昭１００Ｍ４

松城吉田　竣希

松城曽我　　徹大島絹谷　速太大島石井　柊也走幅跳

大 島 小 学 校小 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

松城伊浪　拓弥白神長谷川　翔小島吉田　龍平１００Ｍ５

大島佐々木大斗松城三國　文也８００Ｍ

大島川内谷氷雅松城住吉　尚貴小島松村　魁士走幅跳

館浜小野寺涼太走高跳

松城小倉　皓大小島堀川　啓太館浜工藤　一輝ボール投げ

大 島 小 学 校松 城 小 学 校小 島 小 学 校４００ＭＲ

大島福井　勝行小島佐藤　和樹松城井村　雅之１００Ｍ６

松城住吉　友文大島天内　将貴松城川村　健太８００Ｍ

松城笠井　勝幸松城小野寺秀誠走幅跳

松城佐々木大志松城齊藤健太郎大島石井　郁也走高跳

大島渡邉　聖人大島榊　　慶太松城小倉　拓真ボール投げ

小 島 小 学 校大 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

松 前 小 学 校白 神 小 学 校館 浜 小 学 校異学年４００ＭＲ

３　　位２　　位１　　位

学校氏　名学校氏　名学校氏　名種　目学年

大島福井梨々花松城宮崎沙弥香館浜小野寺結香５０Ｍ１

館浜小野寺明穂大島藤村　華月小島堀川　愛純５０Ｍ２

大島岡田　華楠

原口小川　一愛松城白川　里咲松城石附梨々華１００Ｍ３

小 島 小 学 校大 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

原口可香　未来松城斉藤　佑奈松城佐藤　華奈１００Ｍ４

松城松田　愛未松城高松　美里松城船尾　春希走幅跳

松 前 小 学 校大 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

小島阿部　佳子松城井村美紗希松前鍋谷　双葉１００Ｍ５

原口東館　幸那小島増川　千尋８００Ｍ

白神坂本　綾乃小島岩城　茉那松城山本明日香走幅跳

松城堀川　麻椰松前小鹿　里奈白神倉持　　涼走高跳

松城今　　咲乃松前村井　朱里松城鳴海　香南ボール投げ

松 前 小 学 校松 城 小 学 校小 島 小 学 校４００ＭＲ

大島斉藤　　遥原口佐々木朱莉１００Ｍ６

大島扇田　碧依大島中江　亜美大島絹谷　葵里８００Ｍ

小島堀川　千尋松城成田乃々香館浜成田　爽香走幅跳

松城荒関　詩穂大島佐々木美香子走高跳

館浜小野寺明日香館浜小野寺　燈大島斉藤　美吹ボール投げ

松 城 小 学 校大 島 小 学 校４００ＭＲ

館 浜 小 学 校松 前 小 学 校原 口 小 学 校異学年４００ＭＲ

���� ����
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皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？　

暑
い
盛
り
で
す
が
、

ど
う
か
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
。
私
も
無
理
を

せ
ぬ
よ
う
に
し
ま
す
（
血
圧
が
上
が
り
ま
す
か

ら
・
・
）。
医
者
の
不
養
生
と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
で

す
ネ
！　

畑
の
ほ
う
は
と
い
い
ま
す
と
、
黒
モ
チ
キ

ミ
﹇
黒
モ
チ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
﹈
が
あ
と
少
し
で
収
穫

で
き
そ
う
で
す
！

　

さ
て
、
今
回
は
「
つ
づ
ら
ご
」
に
つ
い
て
。
つ
づ

ら
ご
と
は
、
医
学
で
は 
帯
状
疱
疹 
と
い
い
ま
す
。
疱

�
�
�
�
�
�
�
�
	

疹
と
は
水
ぶ
く
れ
の
こ
と
で
す
か
ら
、 
字  
面 
か
ら
は

�
��
�

「
帯
を
な
す
か
の
よ
う
に
並
ん
だ
水
ぶ
く
れ
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
づ
ら
ご
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
？　

こ
れ
を
お
話

し
す
る
に
は
ま
ず
水
ぼ
う
そ
う
の
こ
と
か
ら
御
説
明

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
た
い
て
い
の
方

は
子
供
の
頃
水
ぼ
う
そ
う
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
よ

ね
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
先
ま
で
小
さ
な
水
ぶ

く
れ
が
で
き
て
か
ゆ
く
て
・
・
・
。
え
？　

覚
え
て

い
な
い
？　

そ
う
で
す
よ
ね
。
物
心
が
つ
く
ま
え
に

や
っ
て
し
ま
っ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
水
ぼ
う
そ

う
と
い
う
の
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
で
す

が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
、
水
ぼ
う
そ
う
が
治
っ
た
あ
と

も
実
は
身
体
の
中
で
冬
眠
し
て
い
る
ん
で
す
！　

ど

こ
に
？　

背
骨
を
通
る 
神
経 
の
太
い
束
の
こ
と
を 
脊 

�
�
�
�
�

�
�

 
髄 
と
い
う
ん
で
す
が
、
そ
の
脊
髄
か
ら
出
て
い
る
細

�
�か

な
神
経
の
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
に
眠
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
。
そ
し
て
、
そ
の
冬
眠
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
、

あ
る
日
あ
る
時
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
ん
で
す
。
な
ぜ

目
覚
め
る
の
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
い

て
い
の
人
は
何
も
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う

で
す
。
中
に
は
疲
れ
て
い
た
と
か
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ

た
と
い
う
人
も
お
ら
れ
ま
す
が
ネ
。

　

で
、
目
覚
め
た
ウ
イ
ル
ス
は
、
今
度
は
そ
の
細
い

神
経
に
だ
け
沿
っ
て
水
ぶ
く
れ
を
出
す
ん
で
す
。
だ

か
ら 
「
帯
状
」 
に
な
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
通
常
は
身

�
�
�
�
�

体
の
片
側
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

つ
づ
ら
ご
に
は
、
い
た
み
や
か
ゆ
み
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
４
通
り
あ
り
ま
す
。（
１
）い
た
く
て

か
ゆ
い　
（
２
）
い
た
い
だ
け　
（
３
）
か
ゆ
い
だ
け

（
４
）
い
た
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
。
水
ぶ
く
れ
が
で

き
る
ま
で
に
は
違
和
感
を
感
じ
て
か
ら
３
日
か
ら
７

日
か
か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
最
初
は
水
ぶ
く
れ
が

出
て
い
な
く
て
も
あ
と
か
ら
も
う
一
度
見
る
と
出
て

き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
要
注
意
！

　

つ
づ
ら
ご
は
治
る
ま
で
に
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
す
こ
し
早
く
治
す
お
薬
が
あ
り
、
町
立
病
院

で
も
お
出
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。
内
科

か
外
科
に
お
か
か
り
く
だ
さ
い
。
わ
ざ
わ
ざ
皮
膚
科

に
行
か
ず
と
も
同
じ
お
薬
が
お
出
し
で
き
る
ん
で
す
。

　

つ
づ
ら
ご
の
あ
と
、
残
念
な
こ
と
に
神
経
痛
が
残

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
治
療
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
最
初
か
ら
運
命
的
に
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

し
て
、
運
が
悪
い
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ず
き
ず
き
す
る
い
た
み
は
大
変
つ
ら
い
も
の
で
す
。

治
療
に
は
苦
労
し
ま
す
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
で
は
ま
た
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
��
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�
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１０日（金）午前・午後
２４日（金）午後
２５日（土）午前

１日（水）午前・午後
８日（水）午前のみ
１５日（水）午前・午後
２２日（水）午前・午後
２９日（水）午前・午後

６日（月）午後
２０日（月）午後

☆函館中央病院・重信
医師による診療です。

２５日（土）午前

☆市立函館病院・松村
医師による診療です。

�������	 �������	
��
�������������������� 
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松
前
病
院
で
は
看
護
師
及
び
准

看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
　

委
細
面
談
の
う
え

決
定
し
ま
す
。（
給
料
等
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
に
よ
る
）
パ
ー
ト
勤
務
も
可

能
で
す
。

�
�
�
�
�
　

看
護
師
、
准
看
護

師
（
若
干
名
）

�
�
�
　

随
時
受
け
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

　

松
前
病
院
で
は
看
護
師
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
、
松
前
病
院
に

必
要
な
看
護
師
を
育
成
し
、
勤
務

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。

�
�
�
�
　

看
護
師
の
学
校
及
び

養
成
所
に
在
学
し
て
い
る
方
、
又

は
こ
れ
か
ら
入
学
す
る
方

�
�
�
�
�
　

月
額
８
万
円
以
内

�
�
�
�
�
　

学
校
及
び
養
成
所

に
在
学
す
る
期
間

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
立
松
前
病
院
管
理
グ
ル
ー

プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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●
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
す
る　

歳
以
上

１８

　

歳
未
満
の
者
（
採
用
種
目
に
よ

２７り
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。）

●
給
与

　

初
任
給
は　

万
７
千　

円
（
基

１５

５００

準
）
で
宿
舎
費
・
食
事
・
被
服
支

給
ま
た
は
貸
与

●
ボ
ー
ナ
ス　

年
４
・　

ヵ
月
分

４５

●
採
用
試
験
日

▼
一
般
曹
候
補
生

　
　

平
成　

年
９
月　

日
（
月
）

１９

１７

　

（
試
験
会
場　

木
古
内
町
産
業

　
　

会
館
）

・
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
７
日
（
金
）

▼
高
校
等
卒
業
者
対
象
の
２
等

　

陸
・
海
・
空
士

　
　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

１９

１６

　
　

・　

日
（
水
）・　

日
（
木
）

１９

２０

　

（
試
験
会
場　

函
館
駐
屯
地
）

・
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
９
月　

日
（
金
）

１４

※
そ
の
他
に
も
防
大
・
防
医
大
・

航
空
学
生
・
看
護
学
生
の
募
集
も

あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
松
前
地
域

事
務
所
（�
　

－

３
７
７
４
）
ま

４２

た
は
、
役
場
生
活
環
境
課
生
活
環

境
グ
ル
ー
プ
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

　
「
聞
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
心

配
の
あ
る
新
生
児
か
ら
、
乳
幼
児
、

小
学
生
、
中
学
生
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。（
費
用
は
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
お
気
づ
き

に
な
ら
れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

で
聞
こ
え
に
気
が
か
り
な
所
が

あ
る
と
い
わ
れ
た
。

○
１
歳
過
ぎ
て
も
こ
と
ば
が
出
な

い
○
発
言
や
話
し
方
が
は
っ
き
り
し

な
い
。

○
言
葉
が
増
え
な
い
。

○
聞
き
返
し
や
聞
き
誤
り
が
あ
る
。

　

早
期
か
ら
の
「
聞
こ
え
」
の
保

証
が
、
言
葉
の
発
達
を
促
し
、
聞

き
取
り
や
発
音
等
の
改
善
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
育
機
関
や
教
育
セ

ン
タ
ー
、
療
養
セ
ン
タ
ー
、
病
院
、

保
健
所
（
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
専

門
機
関
と
も
連
携
し
て
、
保
護
者

や
指
導
者
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

北
海
道
函
館
聾
学
校
教
育
相
談
部

　
�
０
１
３
８－

　

－

１
６
５
８

５２

　

町
で
は
集
合
主
税
の
納
入
に
つ

い
て
は
、
各
地
区
の
納
税
貯
蓄
組

合
な
ど
の
ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に

み
な
さ
ん
が
円
滑
に
納
税
で
き
る

よ
う
に
毎
月
出
張
収
納
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
よ
り
新
し
く
上
川

地
区
で
も
出
張
収
納
所
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

�������������	
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８月２９日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

８月２９日�館浜生活改善センター館 浜

８月２８日�札前生活改善センター札 前

８月２７日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

８月２７日�茂 草 町 内 会 館茂 草

８月２９日�清部生活改善センター清 部

８月２７日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

８月２８日�

８月２８日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�����������	
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◎
上
級
試
験
＝
昭
和　

年
４
月
２

５２

日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

６１

で
に
生
ま
れ
た
方

◎
初
級
試
験
＝
昭
和　

年
４
月
２

６１

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

�
�
�
�
�

▼
第
１
次
試
験

　

初
級　

教
養
試
験
（
高
校
卒
程

度
）・
作
文
試
験

　

上
級　

教
養
試
験
（
大
学
卒
程

度
）・
論
文
試
験

▼
第
２
次
試
験

　

面
接
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格

者
の
う
ち
か
ら
採
用
予
定
市
・

町
が
面
接
等
を
行
い
ま
す
。）

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

１９

１６

　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

�
�
�
�
�

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
函
館
市
）

　

江
差
高
等
学
校

�
�
�
�
�

　

第
１
次
試
験
合
格
発
表
は
、　
１０

月
中
旬
、
北
斗
市
、
渡
島
・
檜

山
管
内
各
町
役
場
及
び
渡
島
・

檜
山
支
庁
に
掲
示
す
る
ほ
か
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

北
斗
市
、
渡
島
・
檜
山
管
内
各

町
役
場
又
は
渡
島
町
村
会
、
檜

山
支
庁
管
内
町
村
会
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、　

円
切
手

１２０

を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
Ｂ
５
版
）
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

申
込
書
（
役
場
保
管
）
に
所
定

事
項
を
記
入
の
う
え
、
北
斗
市
、

渡
島
・
檜
山
管
内
各
町
役
場
又

は
渡
島
町
村
会
、
檜
山
支
庁
管

内
町
村
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
試

験
当
日
の
受
験
に
際
し
て
車
椅

子
等
を
使
用
す
る
た
め
特
に
要

望
の
あ
る
方
は
、
申
し
込
み
時

に
申
し
出
願
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
８
月　

日
（
金
）
ま

１９

１０

で
。（
郵
送
の
場
合
は
、８
月　
１０

日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。）

○
渡
島
管
内
で
は
松
前
町
、
北
斗

市
、七
飯
町
、鹿
部
町
、森
町
、八

雲
町
、
長
万
部
町
、
檜
山
管
内

で
は
、
全
町
が
採
用
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。（
採
用
予
定
人

数
、
上
級
、
初
級
な
ど
募
集
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
（�
　
４２

－

２
２
７
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

・
新
鮮
な
物
を
購
入
し
ま
し
ょ
う

・
魚
や
肉
汁
が
も
れ
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
包
み
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温
度
管
理

の
必
要
な
食
品
の
購
入
は
、
買

い
物
の
最
後
に
し
、
速
や
か
に

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

・
買
い
物
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入

れ
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
は
食
品
を
詰
め
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
魚
や
肉
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

容
器
な
ど
に
入
れ
、
肉
汁
等
が

も
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
魚
、
肉
、
卵
な
ど
を
取
り
扱
っ

た
時
は
前
後
に
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

・
動
物
を
さ
わ
っ
た
り
、
ト
イ
レ

に
い
っ
た
り
、
お
む
つ
を
交
換

し
た
り
し
た
後
は
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

・
調
理
が
す
ん
だ
食
品
と
調
理
前

の
食
品
は
、
ま
な
板
や
包
丁
を

区
別
し
て
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

・
解
凍
し
た
食
品
は
、
再
凍
結
や

解
凍
を
繰
り
返
す
の
は
危
険
で

す
。

・
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
、
た

わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
使
用

後
に
洗
剤
と
流
水
で
よ
く
洗
い
、

漂
白
剤
で
消
毒
す
る
か
熱
湯
で

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�

・
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�

・
温
か
く
食
べ
る
食
品
は
温
か
く

（　

℃
以
上
）、
冷
や
し
て
食
べ

６５る
食
品
は
冷
た
く（　

℃
以
下
）

１０

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
長
く
放
置
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

・
時
間
が
た
ち
過
ぎ
た
ら
思
い
切

っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
は

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

※
食
中
毒
等
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先

北
海
道
渡
島
保
健
所
木
古
内
支
所

（�
０
１
３
９
２－

２－

２
０
６
８
）

木
古
内
地
方
食
品
衛
生
協
会

（�
０
１
３
９
２－

２－

２
０
０
８
）

�
��
�
�
�
�

��

�
���
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.e
-m
a
ts
u
m
a
e
.c
o
m
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�������
���

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。

������
�������	


�����������	
����

�����������	
�����
����������	
������
�������	
��������
（　）内は前月との比較増減 

������
字豊岡　佐藤　　誠
　　　　今　　博子（字大磯）

�����
字江良　伊川　立雄（８３）

字静浦　石山　　豊（５２）

字朝日　杉浦　米子（６１）

字博多　川守田 圭  真 （ 博 ）
けい ま

字福山　永田　 彩  羽 （ 拓 ）
さ わ

字上川　熊谷　　 爽 （直実）
そう

�����

���������	
��
��������������	
��
���������
��������	
��
����������������������� 

�������	
��
�������������������� �!"�#�$%&'(

�������	

�������	
��
�������������������� !"�#$��%�&'

�������	
��
�
���������
����������
��

������������	�
�������������

�
�
�
�
���
�
��
�

��������	
��
��������	
��
��
�������	
��

��������	
��

���



����������������	
��
��	�

�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会

����
���� ��

����������

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）�� ���

�� ���

童話の日（工作）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���

スタンド営業：全店営業�� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）�� ���

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）�� ���

眼科診療（８：３０～１１：００ �病 ）�������	����������������� ���
定期健康相談
（１０：００～１４：００ �健 　１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）�� ���

耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）��� ���

��� ���

スタンド営業：全店営業��� ���
������（１０：３０～ いさりび）
�������	
��
�（～１５日）
�������	
��
��������

��� ���

��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）��� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

��� ���

童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）��� ���

スタンド営業：前側石油��� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）
�������	
��� ���

リハビリ教室（１０：００～１５：００ �総 ）
�������	���������������
書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���

�� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�



��������	�

��������	


��������	�
���

��������

��� ������� ������ ������� ���
�����

�����

��� ������� ������ ������� ��������

��� ������� ������ ������� �����������

�����������	
���������

��� ������ ��������

��� ������ ��������

����
����� ��

����������

１歳６ヵ月児健診（１２：３０～１２：４５ �総 ）
３歳児健診（１３：００～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
年金相談（９：００～１５：００ �役 ）

��� ���

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

耳鼻咽喉科診療（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���
内科（循環器・予約制）・外科・整形外科（北大）
耳鼻咽喉科のみ診療（８：３０～１１：００ �病 ）��� ���

スタンド営業：川菱商会��� ���

��� ���
�������	���������������
書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���

乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ �総 ）��� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

��� ���

�� �����	
�����������	
�

�������	


�� �����	
�����������	
�

�� ���

スタンド営業：太平洋石油�� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）�� ���

�� ���

�


